
                                  

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                               

                                 

先
輩
・
仲
間
が
い
て
今
が
あ
る 

 
 
 
 

就
任
あ
い
さ
つ 

 

事
務
局
長(

専
務
理
事) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

宮
下 

利
彦 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
事
務

局
長
に
就
任
し
ま
し
た
宮
下
利
彦
と
申

し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 主

な
仕
事
は
全
シ
協
、
県
シ
連
か
ら

の
各
種
事
業
の
要
請
を
受
け
て
、
事
業

の
実
施
や
調
査
の
報
告
な
ど
を
は
じ
め
、

当
セ
ン
タ
ー
の
総
会
・
理
事
会
の
議
題

の
調
整
や
会
議
の
運
営
な
ど
事
務
局
の

総
括
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
課
題
は
、

高
齢
者
が
増
え
て
い
る
中
で
の
会
員
数

の
伸
び
悩
み
や
、
提
供
す
る
業
務
の
拡

大
で
あ
り
ま
す
。 

 

会
員
増
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
同
世

代
を
支
え
る
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

る
事
業
へ
の
進
出
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
高
齢
者
の
介
護
事
業
、
生

活
支
援
分
野
や
、
保
育
所
、
学
童
ク
ラ

ブ
へ
の
派
遣
、
空
き
家
管
理
事
業
へ
の

着
手
な
ど
で
す
。 

 

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
セ
ン
タ
ー

の
運
営
が
益
々
活
発
に
な
り
ま
す
よ
う

会
員
の
皆
様
に
は
今
後
と
も
ご
支
援
、

ご
協
力
を
頂
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に 

打
ち
勝
ち
、
ま
た
フ
レ
イ
ル 

に
な
ら
な
い
よ
う
に
！ 

  
 
 
 
 
 
 

 

理
事
長 

平
林 

正
孝 

  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、 

日
本
社
会
全
体
が
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を 

受
け
て
い
ま
す
。 

 

四
月
に
入
り
、
国
の
緊
急
事
態
宣
言 

の
発
令
、
そ
れ
に
基
づ
く
長
野
県
の
自 

粛
要
請
、
五
月
に
入
り
、
全
国
す
べ
て 

の
都
道
府
県
の
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除 

さ
れ
ま
し
た
。
新
規
感
染
者
の
数
は
、 

四
月
が
最
も
多
く
、
六
月
に
入
る
と
大 

分
落
ち
着
い
て
き
て
い
ま
す
。 

近
隣
の
感
染
状
況
で
は
、
諏
訪
保
健 

所
管
内
の
感
染
者(

１
１
名)

は
４
月
２

３
日
以
降
出
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
長
野

県
（
７
７
名
）
で
は
５
月
１
２
日
以
降

出
て
い
ま
せ
ん
が
、
６
月
18
日
お
一
人

の
30
代
女
性
の
感
染
者
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
感
染
者
が
出
な
い
こ
と

を
願
う
ば
か
り
で
す
。 

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
通
常
の
生
活
に 

は
戻
れ
な
い
状
況
で
す
。
こ
の
新
型
コ 

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
厄
介
な
こ
と
は
、
高 

齢
者
が
感
染
す
る
と
重
症
化
し
や
す
い 

点
で
す
。
で
す
か
ら
高
齢
者
に
と
っ
て 

は
天
敵
で
す
。 

 

そ
ん
な
中
で
、
会
員
の
皆
さ
ん
も
コ 

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
意
識
し
た
生
活
を
強 

い
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
当
面
、

ワ
ク
チ
ン
等
が
開
発
さ
れ
る
ま
で
は
、 

感
染
防
止
に
努
め
て
頂
き
、
絶
対
に
コ 

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
は
感
染
し
な
い
と
い 

う
強
い
気
持
ち
を
持
っ
て
次
の
こ
と
を 

ぜ
ひ
実
行
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

➀
で
き
る
だ
け
人
込
み
を
避
け
て
行
動

す
る
。 

②
家
の
中
に
い
て
も
、
軽
い
運
動
を
す

る
。 

➂
規
則
正
し
い
生
活
を
心
が
け
る 

 
 
 

食
事
、
睡
眠
等 

④
し
ば
ら
く
遠
く
へ
出
か
け
な
い
等
で

す
。 

 
こ
こ
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関 

す
る
記
事
を
紹
介
し
ま
す
。
高
齢
者
に 

関
す
る
質
問
コ
ー
ナ
ー
で
す
。 

 

（
質
問
）
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
母 

（
８
２
歳
）
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
を
恐
れ
、
必
要
以
上
に
外
出

を
避
け
て
い
ま
す
。
高
齢
者
は
、
重
症 

化
の
リ
ス
ク
が
高
い
と
聞
き
ま
す
が
、

自
宅
に
こ
も
り
き
り
と
い
う
生
活
も
健

康
的
で
は
な
い
気
が
し
ま
す
。
注
意
す

べ
き
こ
と
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

 (

回
答)

 
 

過
度
な
行
動
制
限
は
フ
レ

イ
ル
（
健
康
状
態
と
要
介
護
状
態
の
中

間
）
を
招
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
人

混
み
は
極
力
避
け
る
べ
き
で
す
が
、
天

気
の
良
い
日
に
は
公
園
な
ど
開
放
的
な

場
所
で
散
歩
を
し
た
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
使
わ
ず
に
階

段
を
使
っ
て
み
る
こ
と
も
運
動
に
な
り

ま
す
。 

 

こ
の
記
事
に
あ
る
よ
う
に
、
新
型
コ 

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
気
を
付
け
る
あ
ま
り 

に
、
フ
レ
イ
ル
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ 

て
は
元
も
子
も
な
い
と
思
い
ま
す
。 

フ
レ
イ
ル
の
予
防
に
は
、
新
型
コ
ロ 

ナ
の
予
防
と
ダ
ブ
り
ま
す
が
、
適
度
な 

運
動
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
等
が
重 

要
な
よ
う
で
す
。 

 

会
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
れ
か
ら
暑 

い
夏
を
迎
え
ま
す
。
熱
中
症
に
も
十
分 

気
を
付
け
て
お
元
気
に
お
過
ご
し
下
さ

い
。 

 

      

公
益
社
団
法
人
諏
訪
市
シ
ル
バ
ー
人 

材
セ
ン
タ
ー
定
時
総
会
は
、
五
月
二
九 

日
午
後
二
時
よ
り
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス 

の
影
響
を
考
慮
し
て
、
三
密
を
避
け
、 

 

少
人
数
で
シ
ル
バ
ー
事
務
所
で
開
催
さ 

れ
ま
し
た
。 

 

多
く
の
会
員
さ
ん
に
は
、
委
任
状
を 

提
出
（
二
五
〇
通
）
し
て
頂
き
、
有
難 

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

総
会
は
、
出
席
者
全
員
マ
ス
ク
を
着 

け
、
短
時
間
で
終
了
し
ま
し
た
。
提
案 

さ
れ
た
議
案
３
件
、
報
告
２
件
は
す
べ 

て
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

（
理
事
長
あ
い
さ
つ
） 

 

令
和
２
年
度
の
定
時
総
会
は
、
新
型 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
こ
の
よ

う
な
狭
い
会
場

で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。 

 

さ
て
、
令
和

元
年
度
の
実
績

で
す
が
、
契
約

件
数
２
４
２
５

件
、
契
約
金
額

１
億
６
５
０
０

万
円
で
、
前
年

度
比
そ
れ
ぞ
れ

９
９
％
と
、
ほ
ぼ
前
年
度
並
み
の
実
績

で
し
た
。
会
員
数
に
お
い
て
は
、
女
性

の
会
員
数
を
増
や
す
こ
と
に
重
点
を
置

き
、
取
り
組
み
ま
し
た
が
、
結
果
１
７

名
の
女
性
会
員
が
増
え
、
ま
ず
ま
ず
の

結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

安
全
就
業
で
は
、
事
故
件
数
が
、
昨 

年
は
件
数
が
ゼ
ロ
と
１
０
数
年
ぶ
り
の 

好
結
果
と
な
り
ま
し
た
。 

 

令
和
２
年
度
は
、
す
で
に
４
月
、
５ 

月
と
経
過
し
て
お
り
ま
す
が
、
新
型
コ 

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
シ
ル
バ
ー 

事
業
に
も
マ
イ
ナ
ス
要
因
と
な
り
、
前 

年
を
下
回
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

本
日
は
、
こ
う
い
っ
た
時
期
で
す
の 

で
、
簡
単
な
あ
い
さ
つ
に
な
り
ま
し
た 

が
、
本
年
１
年
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た 

し
ま
す
。 
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令
和
二
年
度
（
通
算
39
回
） 

定定定

時時時

総総総

会会会

開開開

催催催

さささ

れれれ

るるる   
   



     

令
和
元
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支

決
算
報
告
を
宮
下
事
務
局
長
が
行
い
、

続
い
て
監
事
（
岩
波
辰
茂
監
事
及
び
牛

山
喜
勝
監
事
）
に
よ
る
監
査
報
告
が
一

括
上
程
さ
れ
、
質
疑
を
経
て
拍
手
多
数

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 ●
事
業
概
要
報
告
は
省
略 

●
主
な
指
標
の
実
績 

◇
受
注
件
数
は
対
前
年
比
二
件
減
の
二
、

四
二
五
件
（
九
九
、
九
％
） 

◇
受
託
契
約
金
額
は
対
前
年
比
二
九
万

円
減
の
一
億
六
千
五
〇
〇
万
円
（
九

九
、
八
％
） 

◇
配
分
金
は
対
前
年
比
二
八
万
円
減
の

一
億
五
千
万
円
（
九
九
、
八
％
） 

◇
就
業
延
日
人
員
は
対
前
年
比
一
八
三

人
減
の
三
万
六
三
九
三
人
（
九
九
、

五
％
） 

 

以
上
の
様
な
結
果
と
な
り
、
ほ
ぼ
前

年
並
み
の
実
績
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

     

シ
ル
バ
ー
事
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
会
員
の
増
強
の
難
し
さ
と
契
約
件
数
、

契
約
高
の
推
移
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。 

ま
た
そ
れ
に
追
い
打
ち
を
か
け
る

よ
う
に
、
新
年
度
の
始
め
か
ら
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
予
想
外

に
大
き
な
問
題
に
発
展
し
、
日
常
の
生

活
様
式
が
変
わ
る
と
ま
で
言
わ
れ
て
い

ま
す
。 

          

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
運
営
の

在
り
方
に
つ
い
て
も
必
要
が
生
じ
た
都

度
適
切
な
対
応
が
大
切
で
す
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
今
年

度
の
定
時
総
会
の
実
施
に
つ
い
て
も
地

区
選
出
の
理
事
を
代
理
人
と
す
る
進
め

方
に
急
遽
変
更
し
、
最
小
限
の
人
員
で

セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
実
施
し
ま
し
た
。 

事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
に
つ
い

て
一
括
報
告
さ
れ
、
全
員
一
致
で
確
認

さ
れ
ま
し
た
。 

 

重
点
事
業
実
施
項
目 

 
 

一
、会
員
の
増
強
と
会
員
意
識
の
向
上
、 

多
様
な
就
業
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ

る
会
員
の
増
強
・
意
識
・
技
能
の
向

上
に
努
め
る
。 

二
、
就
業
機
会
の
拡
大 

働
く
こ
と
を
通
し
て
健
康
の
維
持

生
き
が
い
を
実
感
し
、
地
域
の
活
性

化
に
寄
与
す
る
た
め
、
就
業
機
会
の

拡
大
に
努
め
る
。 

三
、
安
全
・
適
正
就
業
の
推
進 

「
事
故
発
生
ゼ
ロ
」
を
セ
ン
タ
ー
の 

目
標
に
掲
げ
、
会
員
各
自
の
技
能
経

験
を
高
め
る
と
と
も
に
、
安
全
適
正

就
業
の
自
覚
を
喚
起
し
て
、
事
故
防

止
に
努
め
る
。 

四
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
普
及 

啓
発
を
推
進 

シ
ル
バ
ー
事
業
の
理
念
、
意
義
、
事

業
内
容
な
ど
に
つ
い
て
、
広
く
地
域 

住
民
に
周
知
し
、
理
解
と
協
力
を
得 

る
た
め
普
及
啓
発
を
推
進
す
る
。 

五
、
健
全
な
財
政
運
営
を
図
る 

事
業
の
見
直
し
を
行
う
と
同
時
に
、

財
政
の
健
全
化
に
努
め
る
。 

六
、
組
織
体
制
の
充
実 

セ
ン
タ
ー
の
組
織
運
営
の
基
本
は

会
員
の
自
主
的
・
主
体
的
運
営
の
実

現
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
会
員
が
あ

ら
ゆ
る
組
織
活
動
に
積
極
的
に
参

加
し
、
セ
ン
タ
ー
の
担
い
手
と
な
る

よ
う
啓
発
す
る
。 

七
、
第
３
次
中
期
計
画
の
策
定 

現
在
の
第
２
次
中
期
計
画
が
令
和

２
年
度
で
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
令

和
３
年
度
か
ら
７
年
度
を
計
画
期

間
と
す
る
第
３
次
中
期
計
画
を
策

定
す
る
。 

                                 

 

報 

告 

事 

項
（
骨
子
） 

令令令
和和和
二二二
年年年
度度度
事事事
業業業
計計計
画画画   
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議 

案
（
骨
子
） 

令令令
和和和
元元元
年年年
度度度
事事事
業業業
報報報
告告告   

   

令和２年度定時総会 



       

セ
ン
タ
ー
会
員
と
し
て
、
継
続
５
年

以
上
在
籍
し
、
セ
ン
タ
ー
の
事
業
に
積

極
的
に
寄
与
し
、
他
の
模
範
と
し
て
表

彰
に
値
す
る
業
績
の
あ
っ
た
方
々
に
贈

ら
れ
ま
す
。 

例
年
、
総
会
の
席
上
で
永
年
就
業
表

彰
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
令
和
２
年

度
は
新
型
コ
ロ
ナ
拡
大
防
止
対
応
で
総

会
自
体
を
縮
小
し
て
実
施
し
た
た
め
、

後
日
下
記
二
十
六
名
の
皆
さ
ん
に
は
表

彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

 

  

受
賞
者
の
皆
さ
ん 

５
年
以
上
（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

島
田 

道
拡 

 

一
班 

 

大
和 

渡
邊 

吉
郎 

 

一
班 

 

大
和 

武
居 

照
久 

 

一
班 

 

大
和 

小
口 

和
久 

 

一
班 
 

大
和 

河
西 

一
郎 

 

二
班 

 

清
水 

河
西 

憲
男 

 

三
班 

 

岡
村 

五
味 

一 
 
 

四
班 

 

小
和
田
南 

濵 
 

英
夫 

 

六
班 

 

高
島 

細
川 

久
子 

 

六
班 

 

城
南 

建
石 

良
一 

 

八
班 

 

上
野 

矢
﨑 

正
幸 

 

八
班 

 

小
川 

由
井 

將
夫 

 

八
班 

 

小
川 

北
沢
久
美
子 

 

九
班 

 

飯
島 

滝
本 

良
孝 

 

十
班 

 

福
島 

伊
東 

正
俊 

 

十
班 

 

下
金
子 

三
澤 

武
志 

 

十
班 

 

北
福
島 

増
田 

利
惠 

 

十
班 

 

福
島
新
町 

岩
波 

俊
一 

 

十
班 

 

上
金
子 

伊
藤 

隆
子 

 

八
班 

 

田
辺 

小
山 

吉
正 

十
一
班 

 

南
真
志
野 

吉
沢
美
恵
子 

十
一
班 

 

大
熊 

西
澤 

明
彦 

十
一
班 

 

大
熊 

藤
森 

一
男 

十
一
班 

 

大
熊 

牛
山
い
つ
子 

十
一
班 

 

田
辺 

湯
沢 

清
明 

十
一
班 
 

田
辺 

清
水 

公
治 

十
三
班 

 

尾
玉 

 
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
‼ 

      

 

就
業
表
彰
『
も
う
五
年
？
』 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
班  

大
和 

小
口 

和
久
さ
ん 

 
 

  

こ
の
度
、
就
業
表
彰
を
い
た
だ
き
、

『
も
う
五
年
過
ぎ
た
の
か
？
』
そ
れ
が

一
番
の
思
い
で
し
た
。 

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
説
明
会

で
話
を
聴
き
、
す
ぐ
に
仕
事
の
紹
介
を

頂
き
流
れ
る
よ
う
に
就
業
先
が
決
ま
り

幸
運
で
し
た
。 

 

屋
内
で
仕
事
を
始
め
、
こ
れ
ま
で
配

置
変
更
は
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
の
班

長
を
早
い
時
期
に
受
け
た
こ
と
で
、
組

織
の
様
子
や
ス
タ
ッ
フ
の
や
る
こ
と
が

よ
く
分
か
る
様
に
な
り
、
積
極
的
に
動

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

昨
年
、
麻
雀
同
好
会
を
作
ろ
う
と
い

う
話
が
持
ち
上
が
り
、
そ
れ
を
目
玉
に

し
て
会
員
の
入
会
に
貢
献
で
き
れ
ば
と

い
う
こ
と
で
麻
雀
同
好
会
を
立
ち
上
げ

楽
し
く
続
け
て
き
ま
し
た
。 

 

し
か
し
本
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
騒
ぎ
で
や
む
を
得
ず
休
会
中
、
早
く

仲
間
と
再
会
出
来
る
環
境
に
な
っ
て
欲

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

 
こ
れ
か
ら
も
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
一
員
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持

ち
、
健
康
に
気
を
付
け
、
人
様
に
感
謝

さ
れ
る
よ
う
仕
事
を
継
続
し
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 

表
彰
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

永
年
就
業
表
彰
を
受
賞
し
て 

 

６
班 

城
南
２ 

細
川 

久
子
さ
ん 

  

 

五
年
就
業
の
表
彰
を
頂
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

今
年
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
総
会
会
場

で
の
表
彰
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
登
録
さ

せ
て
頂
い
た
時
は
、
し
ば
ら
く
仕
事
か

ら
遠
ざ
か
っ
て
お
り
、
大
丈
夫
か
し
ら

と
心
配
し
ま
し
た
が
、
仕
事
を
始
め
て

み
ま
す
と
自
分
の
殻
に
閉
じ
籠
る
こ
と

な
く
、
わ
ず
か
な
が
ら
社
会
に
参
加
し

て
い
る
感
じ
が
持
て
、
就
業
す
る
こ
と

で
生
活
の
リ
ズ
ム
も
出
来
ま
し
た
。 

 

一
緒
に
仕
事
す
る
人
と
、
少
し
で
も

効
率
的
に
仕
事
が
出
来
る
様
工
夫
し
て

楽
し
く
仕
事
が
出
来
ま
し
た
。 

 

無
理
す
る
こ
と
な
く
、
自
分
に
合
っ

た
仕
事
が
出
来
る
こ
と
は
魅
力
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

  
 

令
和
二
年
度 

永
年
就
業
表
彰

受

賞

者

の

言

葉 

令
和
二
年
度
（
報
告
） 

永

年

就

業

表

彰 

第 87号 (４)令和２年 7月 1日 



     

就
業
会
員
の
声 

□
会
員
増
の
施
策
を
お
願
い
し
ま
す
。 

◆
現
会
員
が
一
人
を
連
れ
て
き
て
い
た

だ
け
れ
ば
、
三
０
０
名
の
会
員
が
増
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
各
自
の
声
掛

け
を
お
願
い
し
ま
す
。 

□
シ
ル
バ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
が
草
取
り
・

草
刈
・
剪
定
と
定
着
し
て
い
る
。
も
っ

と
幅
広
い
仕
事
を
用
意
し
て
ほ
し
い
。 

◆
空
き
家
管
理
や
介
護
事
業
等
の
仕
事

を
増
や
す
よ
う
に
尽
力
し
て
お
り
、

徐
々
に
仕
事
も
増
え
て
い
ま
す
。 

□
事
務
所
に
給
茶
機
の
設
置
や
「
飴
や

チ
ョ
コ
」
が
置
い
て
あ
り
会
員
や
お
客

様
の
事
を
大
切
に
し
て
く
れ
て
い
る
と

好
印
象
を
も
っ
た
。 

◆
現
状
を
継
続
す
る
と
同
時
に
さ
ら
に

喜
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。 

□
求
人
情
報
の
郵
送
や
事
務
所
へ
の
掲

示
を
手
が
け
て
お
り
、
仕
事
を
す
る
側

と
し
て
は
大
変
助
か
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ

継
続
を
！ 

◆
継
続
す
る
と
同
時
に
タ
イ
ム
リ
ー
に

情
報
提
供
い
た
し
ま
す
。 

□
施
主
さ
ん
か
ら
の
注
文
が
入
っ
た
時

に
車
の
駐
車
場
の
有
無
等
を
聴
い
て
お

い
て
ほ
し
い
。 

◆
初
め
て
の
お
客
様
の
場
合
は
駐
車
場

の
有
無
に
つ
い
て
も
確
認
す
る
よ
う
に

致
し
ま
す
。 

□
80
代
の
ゴ
ー
ル
ド
会
員
の
会
費
は

減
額
し
て
は
ど
う
か
？
千
五
０
０
円/

年
等
。 

◆
他
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
状

況
も
確
認
し
な
が
ら
検
討
い
た
し
ま
す
。 

□
チ
ェ
ン
ソ
ー
の
講
習
会
の
費
用
負
担

に
つ
い
て
で
す
が
補
助
の
検
討
を
お
願

い
し
た
い
。 

 

◆
補
講
ま
で
の
講
習
を
終
了
し
た
会
員

の
チ
ェ
ン
ソ
ー
作
業
単
価
を
上
げ
る
よ

う
に
致
し
ま
す
。 

□
諏
訪
市
の
施
設
で
仕
事
を
行
な
っ
て

い
る
が
、
作
業
単
価
が
六
０
０
円
～
七

０
０
円
台
と
安
す
ぎ
る
。
値
上
げ
の
交

渉
は
出
来
な
い
も
の
か
？ 

◆
事
務
局
の
中
で
も
現
状
を
認
識
し
て

お
り
、
最
低
で
も
八
０
０
円
と
な
る
よ

う
に
交
渉
し
、
4
月
か
ら
は
新
単
価
で

の
運
用
と
な
り
ま
す
。 

□
綿
半
に
就
業
し
灯
油
を
担
当
し
て
い

る
が
冬
は
寒
く
て
大
変
。
何
か
手
当
て

な
ど
の
検
討
は
出
来
な
い
か
？ 

◆
シ
ル
バ
ー
は
、
防
寒
対
策
の
手
当
て

を
支
給
し
て
い
な
い
。
綿
半
側
で
の
対

応
を
望
み
た
い
。
要
望
は
行
な
っ
て
み

ま
す
。 

□
茅
野
市
シ
ル
バ
ー
で
は「
刃
物
砥
ぎ
」

を
行
な
っ
て
い
る
が
諏
訪
市
で
は
ど
う

か
？ 

◆
諏
訪
市
シ
ル
バ
ー
で
は
出
来
る
人
が

い
な
い
。
会
員
の
拡
大
等
で
検
討
し
た

い
。
出
来
る
方
は
是
非
、
事
務
所
に
連

絡
を
頂
き
た
い
。 

□
地
区
懇
談
会
の
開
催
場
所
・
時
間
・

参
加
人
数
の
少
な
さ
に
つ
い
て
は
数
班

か
ら
問
題
と
し
て
あ
が
っ
て
き
て
い
る

が
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
ど
う
す
べ
き

か
？ 

□
出
席
者
人
数
の
多
さ
に
よ
っ
て
場

所
・
駐
車
場
・
時
間
設
定
に
つ
い
て
考

慮
し
て
設
定
し
て
ほ
し
い
。
又
、
参
加

者
増
に
向
け
て
は
地
区
で
の「
お
花
見
」

「
忘
年
会
」
等
を
開
催
す
る
等
で
会
員

が
出
席
し
や
す
い
雰
囲
気
つ
く
り
に
努

め
て
い
た
だ
き
た
い
。 

 

◎
各
地
区
の
懇
談
会
で
多
く
の
就
業
会

員
さ
ん
か
ら
現
況
や
貴
重
な
ご
意
見
を

お
聞
き
で
き
ま
し
た
。 

事
務
局
と
し
て
、
皆
さ
ん
が
生
き
が
い

を
も
っ
て
健
康
で
明
る
く
就
業
で
き
る

よ
う
に
環
境
を
整
え
、
多
く
の
会
員
の

皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

  

安
全
関
係
・
そ
の
他 

□
今
年
は
事
故
報
告
が
無
い
が
事
故
の

発
生
は
無
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

◆
今
年
度
の
事
故
の
発
生
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
引
き
続
き
、
配
分
金
の
案

内
を
送
付
す
る
際
に
安
全
ニ
ュ
ー
ス
を

同
封
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
各
自

十
分
に
事
故
防
止
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

◆
今
年
度
も
事
故
防
止
講
習
会
の
開
催

を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
が
あ
り
開
催
を
中
止
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
安
全
に
つ

い
て
の
重
要
性
は
会
員
の
皆
様
が
各
自

認
識
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
通
り
で
す
。

就
業
上
の
事
故
防
止
・
交
通
事
故
防
止

に
向
け
、
事
務
所
と
し
て
も
配
分
金
の

お
知
ら
せ
封
書
の
中
に
Ｐ
Ｒ
文
書
を
継

続
し
て
同
封
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。 

今
年
度
も
「
ゼ
ロ
災
」
で
終
わ
れ
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！ 

 

「
安
全
は
す
べ
て
に
優
先
す

る
・
安
全
第
一
で
す
」 

 

令
和
二
年
二
月 

地
区
懇
談
会
実
施
状
況 

 

第 87号 (５)令和２年 7月 1日 

１０班中洲地区懇談会 



      
 

令
和
２
年
度
第
一
回
正
副
班
長
会
議

が
６
／
22
に
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
い

き
い
き
元
気
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

 

理
事
長
あ
い
さ
つ
の
中
で
、
新
型
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、
会
員
の
口

座
か
ら
の
引
き
落
と
し
を
検
討
し
ま
し

た
が
、
困
難
で
あ
る
た
め
今
ま
で
通
り

の
徴
収
方
法
で
い
く
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
他
熱
中
症
予
防
に
つ
い
て
の

注
意
が
あ
り
ま
し
た
。
（
パ
ン
フ
を
配

布
）
、 

 

一
年
間
、
班
内
の
ま
と
め
役
を
お
願

い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
よ
ろ
し

く
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す 

             

     

当
セ
ン
タ
ー
の
抱
え
て
い
る
い
く

つ
か
の
懸
案
事
項
の
中
で
、
会
員
増
強

と
り
わ
け
女
性
会
員
を
増
や
す
た
め
、

女
性
い
き
い
き
セ
ミ
ナ
ー
を
昨
年
十
月

に
開
催
し
ま
し
た
。
入
会
説
明
会
参
加

者
も
増
え
、
５
月
末
現
在
、
会
員
数
は

三
二
五
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

会
員
の
皆
様
に
は
、
会
員
増
強
の
必

要
性
を
ご
理
解
頂
き
、
友
人
・
知
人
を

紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。 

引
き
続
き
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

 

             
 

                     
 

          

   

   

 

 

               

 

第 87号 (６)令和２年 7月 1日 

令
和
二
年
度 

第
一
回 

正
副
班
長
会
議
開
催
さ
れ
る 

  

入

会

説

明

会 

実

施

状

況 

同

好

会

活

動 

ゴゴゴ ルルル フフフ 同同同 好好好 会会会   

会長  小林 英雄  会員 ２０名 

活動： 毎月第二土曜日 （現在コロナで休止中） 

会場： 大和北公民館 

◆ 会員大募集中！  
年会費： ２０００円／年 

楽しく交流しています。 

お気軽にお電話ください。 

TEL： ５８-２０７４（小林）まで 

 

麻麻麻 雀雀雀 同同同 好好好 会会会   
 

会長 矢﨑 通泰  会員 １８名 

活動： 春・秋各１回  

会場： 近隣のゴルフ場  

◆ 会員大募集中！ 
年会費： ２０００円／年 
気軽に楽しくプレーしています。 

お気軽にお電話ください。 

TEL： 5２-６４７６（矢﨑）まで 

 

 

   
マママレレレッッットトトゴゴゴルルルフフフ同同同好好好会会会   

会長  牛山 喜勝  会員 ２１名 

活動： 定例会・練習会４月～１２月 年９回 

会場： 上川、クリーンレイク、 

霧ケ峰、箕輪大芝など 

◆ 会員大募集中！  
年会費：５００円 参加費：５００円 

定例会等では和気あいあいと 

楽しく運動・交流しています。 

TEL： ５７-１３８８まで 

 

カカカラララオオオケケケ同同同好好好会会会   
 

会長 関 貞樹  会員 29名 

活動： 定例会年６回 （現在コロナで休止中） 

会場： 老人福祉センター及びカラオケ 

スナック「ポエム」などで実施 

◆ 会員大募集中！ 
年会費：５００円 
気軽に楽しく歌を唄って、明るい人生を送
りましょう。 

TEL： 57-1388 まで 

 

 

令和２年度正副班長会 



 
 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県シ連主催による『安全・適正就業標語』募集中！ 
募集期間：７月１日～７月２２日（水） 

◆諏訪市シルバー人材センターより応募者

全員に粗品を差し上げます。 

◆入選者は県シ連の安全・適正就業推

進大会において表彰されます。 

 

諏訪市シルバー人材センター 令和２年度事故発生状況 
◆ 傷害保険事故が１件発生しました 

・ 発生日・場所：R２年５月 諏訪市内民間企業工場内通路を歩行中。 

・ 発生状況：作業部屋への入室時、通路足元の敷居に左足小指をひっかけ骨折した。 

・ 発生要因：歩き慣れていたが、考え事をしていて敷居につまずいた。 

・ 対策：およそ１回／週の通院（全治 1.5か月）、安全意識の高揚と注意力の喚起。 

                                  

                                  

                                  

                         

           

第 87号 (７)令和２年 7月 1日 

強化月間を機に作業の安全点検をしよう 

★★安全・適正就業対策推進の重点項目★★ 

安安安   全全全   だだだ   よよよ   りりり   
 

７７月月はは「「安安全全・・適適正正就就業業強強化化月月間間」」  
７７／／１１～～７７／／３３１１  

安全就業全国共通スローガン  (令和２年度～６年度) 
いつまでも 働く喜び 無事故から  

 

 ウ徒歩、自転車及び バイクでの事故の防止 

（６）安全就業対策の総点検の実施 

ア就業前、就業後の安全意識等の徹底 

  イ機械器具の点検と整備の徹底 

ウ安全保護具の点検と整備の徹底 

  工巡回パトロールの重点実施 

オ就業現場の総点検 

  力交通安全対策の徹底 

（７）安全就業の研修及び点検 

安全就業に係る事例発表を含む研修会、

講習会等の実施 

（８）会員からの安全標語の募集、センター・

施設・就業現場等への安全標語、垂れ幕、

ノボリ等の掲示などによる会員すべての

安全意識の徹底 

（９）会報等への安全意識啓発のための特集記

事の掲載 

（１０）会員に対して安全意識啓発及び情報の

共有化を図るための資料等の配布など 

（1１）月間中における「安全意識高揚の日」の

設定及び安全表彰の実施 

（1）安全・適正就業委員会の開催、「安全・適正就

業対策基本計画」の策定及び事故の要因分析

と防止策の徹底 

（2）重篤事故につながる就業の見直し 

  ア危険・有害な作業は受託しないこと 

  イ作業別安全・適正就業基準に掲げる安全保護

具の完全着用の徹底を図ること、なお安全

帽・安全帯等の安全保護具を未着装のものと

就業した場合、申し合わせによって事故の有

無に拘わらず就業停止等の処置を講じるな

ど安全就業の徹底を図ること 

  ウ健康チェックや健康講話等の実施、健康診断

の積極的な奨励などの健康増進策を図るこ

と 

（3）ヒヤリ・ハット体験事例を収集し、要因を分

析した対策を講じ、事故防止の徹底 

（４）損害賠償責任保険事故の防止 

（５）就業途上における交通事故の防止 

  ア交通安全に関する講習会の実施及び交通安

全対策の徹底 

イ事故多発エリアのロードマップ等の作成 

 

 



おおお   

知知知   

ららら   

せせせ   
 

    
◆
令
和
２
年
７
月
～
12
月
の
主
な
事

業
予
定 

 

７
月 

・
１
日
（
水
）
「
浮
城
」
87
号
発
行 

・
中
旬 

安
全
委
員
会 

 
 
 
 

県
シ
連
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル 

・
中
旬 

事
業
所
訪
問
就
業
開
拓 

 

８
月 

・
20
日
（
木
）
第
２
回
入
会
説
明
会 

・
21
日
（
金
）
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会 

・
27
日
（
木
）
入
会
面
接
会 

   

10
月 

・
月
間 

啓
発
月
間
（
全
国
） 

・
中
旬 

第
３
回
入
会
説
明
会 

・
下
旬 

会
員
親
睦
旅
行 

 

11
月 

・
上
旬 

理
事
先
進
地
視
察
研
修 

・
上
旬 

安
全
適
正
就
業
推
進
大
会 

・
上
旬 

安
全
委
員
会 

 

12
月 

・
上
旬 

正
月
飾
り
・
冬
囲
い
講
習
会 

   

                                  

    

今
年
度
か
ら
就
任
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

事
務
局
長 

（
専
務
理
事
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

宮
下 

利
彦
様 

    
 
 
 
 
 
 

業
務
担
当 

馬
瀬
戸 

成
美
様 

   
 

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  

退
職
さ
れ
ま
し
た 

松
﨑 

寛
様
、 

吉
澤 

潔
様 

ご
尽
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

 

           

   

年
度
の
切
り
替
わ
る
時
期
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
的
に
広
が
り
、

日
常
生
活
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し

て
い
ま
す
。 

私
た
ち
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
事
業
の
推
進
に
お
い
て
も
、
特
に
重

要
な
定
時
総
会
が
急
遽
地
域
代
表
制
に

切
り
替
え
て
実
施
さ
れ
る
な
ど
、
予
期

し
な
い
影
響
が
あ
り
、
事
業
内
容
の
変

更
や
行
事
・
活
動
の
延
期
・
中
止
な
ど

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。 

11
年
前
に
も
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

の
経
験
を
し
ま
し
た
が
、
経
済
や
事
業

実
績
に
大
幅
な
変
動
が
あ
っ
た
も
の
の
、

行
事
や
活
動
へ
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
の
で
、
今
回
初
め
て
感
染
病
の

恐
ろ
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。 

一
時
は
こ
の
「
浮
城
」
の
編
集
さ
え

も
出
来
る
か
心
配
を
し
ま
し
た
。 

 

広
報
担
当
と
す
る
と
行
事
や
活
動
が 

停
止
し
て
し
ま
う
と
編
集
の
ネ
タ
が
無

く
な
っ
て
し
ま
い
難
儀
を
し
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
生
活
様
式
が
変

わ
っ
て
く
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
広
報
の
在

り
方
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
閲
覧
と
合
わ
せ

考
え
直
す
時
期
に
来
て
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。 

全
員
で
知
恵
を
絞
っ
て
乗
り
越
え

て
行
き
ま
し
ょ
う
。 

 （
広
報
担
当
） 

 

第 87号 (８)令和２年７月 1日 

あああ

ととと

ががが

ききき

   

配分金の支払日 

令和２年 
下記の日に指定された口座
にお振り込み致します。 

７月 1５日（水） 

８月 1４日（金） 

９月 1５日（火）  

１０月 1５日（木） 

 １１月 1３日（金） 

１２月 1５日（火） 

 

新新新
ししし
いいい
仲仲仲
間間間
ををを
紹紹紹
介介介
ししし
ままま
すすす   

（
令
和
元
年
12
月
１
日
～ 

令
和
２
年

５
月
31
日
ま
で
の
入
会
者
） 

 

大
井
田
節
子 

六
班 

 
 
 

高
島 

小
林 

文
江 

八
班 

 
 
 

小
川 

小
松 

里
江 

六
班 

 
 
 

城
南 

山
本 

恵
子 

十
班 

 
 

中
金
子 

 

清
水 

宏
明 

十
班 

 
 
 

福
島 

吉
澤 

勝
巳 

七
班 

 
 
 

立
石 

唐
木
け
さ
子 

八
班 

 
 
 

小
川 

鬢
櫛 

敏
彦 

九
班 

 
 

普
門
寺 

宮
坂 

ま
り 

六
班 

 
 
 

上
川 

岩
波 

康
博 

一
班 

 
 
 

大
和 

柳
澤 

正
秋 

七
班 
 

 

桜
ヶ
丘 

牛
山 

幸
雄 

九
班 

 
 

普
門
寺 

伊
藤
志
保
子 

十
班 

 

福
島
新
町 

坂
本 
好
夫 

六
班 

 
 
 

渋
崎 

笠
原 

敏
彦 
十
班 

 
 

神
宮
寺 

平
林 

健
兒 
十
班 

 
 

中
金
子 

中
澤 

澄 
 

十
一
班 

北
真
志
野 

小
林 

豊
一 

九
班 

 
 
 

赤
沼 

雨
宮
潤
一
郎 

九
班 

 
 
 

武
津 

雨
宮
千
代
子 

九
班 

 
 
 

武
津 

皆
川 

清
司 

一
班 

 

湖
岸
通
り 

藤
森
加
容
子 

十
班 

 
 

神
宮
寺 

神
澤 

賢
一 

十
班 

 

福
島
新
町 

藤
森 

信
雄 

十
一
班 

南
真
志
野 

伊
藤 

博
昭 

四
班 

 

小
和
田
南 

小
島 

義
文 

十
一
班 

 
 

田
辺 

大
野 

高
志 

九
班 

 
 

沖
田
町 

藤
森 

久
子 

十
一
班 

 
 

湖
南 

馬
場 

憲
一 

八
班 

 
 
 

小
川 

島
田 

博
美 

一
班 

 
 
 

大
和 

藤
森 

裕
子 

七
班 

 
 
 

立
石 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

担
当
職
員
が
か
わ
り
ま
し
た 


